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 太陽系の惑星（水星から海王星まで）のうち、水星 

から天王星までの７つの惑星（地球を含む）は、地球

から肉眼で観測できる。しかし、一番外側の「海王星」

だけは、明るさが約８等級と暗く、望遠鏡や双眼鏡が

ないと見えない。海王星は「地球から肉眼で見えない

唯一の太陽系惑星」ということになる。 

 
 その海王星が、現在火星と接近している。接近して

いるといっても、実際の距離ではなく、地球からの見

かけの位置関係が近いということだ。上のシミュレー

ション図では、２天体は重なってしまっている。 

 

 しかし、拡大して描画すると、離れて見える。しか

し離角はわずか 4分（約 0.7度）しかない。 

 私は実際にその２天体を、１枚の写真に撮りたいと

思い、埼玉県小川町に設置した、自然・天体観測用の

カメラを遠隔操作して撮影に挑んだ。 

 

 まずは、比較的広角撮影してみた。火星も海王星も

「みずがめ座」に位置している。火星は 0.1等（ほぼ

０等星）と明るいので、肉眼でもカメラでも観測でき

る。しかし、お目当ての海王星は火星の明るさでつぶ

れて、全く写っていない。（右上の白い部分は庇） 

 

 今度はカメラを望遠にして、視野を狭くして撮影し

てみた。こうした操作が、70kmも離れた東京からでき

るところが面白い。火星の左上に、恒星図にはない小

さな青い点が写っていた。これが海王星である。等級

差は約 8等で、明るさの差は約 600倍もある。 

 こうして外惑星が接近して見えるということは、地

球・火星・海王星が、ほぼ一直線に並んでいることを

意味する。完全に一直線になれば、火星の影に海王星

が隠れる（食が起こる）が、それは極めて稀なことだ。

2067年 7月 15日には、金星が海王星を隠す。 


